
 

 

評価・検証する
ことによって

新たな課題を発見

① 計画（Plan）
★学校・家庭・地域の課題把握
★指導目標と内容の明確化
・目指す子ども像の設定
・全体計画、年間計画の立案
・系統立てた指導計画

② 実行（Do）
★家庭や地域と連携した取組
★関係機関との連携
★保護者の参画を促す活動の
充実

③ 評価（Check）
★児童・生徒の行動変容
★保護者の意識の変化
★数値化、見える化
★生活習慣について家庭で取り
組む機会の増加

★児童生徒の食に関する関心
の高まり

④ 改善（Act）
★指導計画の見直し
★指導方法の改善
★評価指標の見直し

食
育
推
進

の
効
果

積極的な情報発信

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スーパー食育スクール事業 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 栄養教諭を中心に外部専門家等の協力を得ながら、予め具体的な目標を設定した上で、大学、企業、行政機関（農

林、保健部局）、地域の生産者等と連携し、食育を通じた学力向上や健康増進、地産地消の推進、食文化の理解、国際

交流など、食育の多角的な効果について科学的データに基づいて検証を行う。 

 

事業概要 

 

 

香美市立大宮小学校（平成２６年度） 南国市立十市小学校（平成２７年度） 

「食と健康」～塩分摂取量の低下を目指して～ 

塩分摂取に着目した食生活習慣改善へのモデル検討 

 
体と食事との 
関係について 
学ぶ場の設定 

健康的な 
食生活習慣改善
へのモデル検討 

薄味でおいしく
食べられる学校
給食献立の開発 

「食と学力」食育の実践から「ことばの力」を高める 

～主体的・協働的に学ぶ学習 

（アクティブラーニング）を通して～ 

 
朝食を含む基本的な 
生活習慣の改善 

主体的・協働的に 
学ぶ食に関する 
指導の授業実践 
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目指す子ども像 目指す子ども像 

 好き嫌い 
せずに食べる 

自分の食生活に
ついて自信を 
もって語る 

おやつを選ぶ 
ときに塩分 
表示を見る 

よりよい食を 
選べる子 

食べることを 
楽しむ子 

食べることに 
感謝する子 

食事の 

重要性を 

理解 

生活習慣を

改善 

食品を選択

する能力を

習得 

給食の充実 

食に対する

感謝の心を

醸成 

社会性を 

習得 

食文化への

理解を 

深める 

 

○児童の生活習慣の改善、数値の向上 

○児童の食に関する関心の高まり 

○目指す子ども像の明確化 

○啓発活動や家庭・地域と連携した取組による 

保護者や地域住民の意識の高まり 

○関係機関と連携した客観的な検証 

○数値化することで、教職員の共通理解が深まり 

ポイントをしぼった指導 

○地域の健康づくり、地域の活性化に寄与   

 

●家庭で実践を促す活動の充実 

●学習モデルの確立 

●効果的な評価指標の設定 

●他の地域への普及 
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